
施 策 名 食料フローモデルによる消費者・実需者ニーズの変化に対応した

安定的な食料供給システムの確立に関する研究

所管部局･課 農林水産政策研究所

(1)目 的 わが国の食料自給率の維持向上のためには、輸入品に比べて生産

(要求理由) ・流通過程が見えやすいという国産農産物の有利性を十分に活かし

た安定的な食料供給システムを構築していく必要がある。このため

には、生産・輸入された農産物が、どのような形で、流通、食品製

造・加工、外食等の産業を経て消費されるのか、食料供給システム

全体を体系的に把握する必要がある。

本研究では、主要な食料品について国産・輸入農産物が消費者や

実需者に至るまでの経路や数量を明らかにし、わが国の食料供給シ

施 ステムを総合的・体系的に整理したモデルを構築し、消費者・実需

者ニーズの変化に対応した国産農産物の供給可能性について検証を

行う。

また、わが国の少子高齢化の進展、国際的な食料需給の変化等、

策 いくつかのシナリオを想定して、食料の生産構造と消費構造への影

響と、その対応策を解明し、安定的な食料供給システムのあり方を

検討する。これらの研究を通じて、食料供給面から、食料自給率の

維持向上を図るための効果的な施策のあり方を解明する。

の

(2)内 容 ①主要な食料品において国産・輸入農産物が消費者や実需者に至る
までの経路や数量（食料フロー）の解明

②わが国の食料供給システムを総合的・体系的に整理した食料フロ

概 ーモデルの構築

③食料フローに即した国産農産物の供給可能性の検討

④わが国の年齢構成、国際的な食料需給状況等の変化が食料の生産

と消費に与える影響および対応方策の解明

要 ⑤食料自給率の維持向上のための効果的な施策のあり方の解明

(3)事業実 農林水産政策研究所

施主体

(4)事業実 平成１８年度～２０年度

施期間



消費者・実需者ニーズの変化に対応した安定的な食料供給システムの確立に係る問題点と対応

【 背 景 】 【 問 題 点 】 【 対 応 】 【期待される効果】

○新基本計画において従来の
食料自給率向上シナリオを ○生産者と消費者の間に ☆国産・輸入農産物が消費される
検証 多くの主体が存在し､ ○わが国の食料供給シ までの経路（流通､食品製造･加

消費者ニーズが生産者 ステムを食料フロー 工､外食産業等）と物量が明ら
・品質・価格・供給の安定 に十分伝わらない の観点から総合的・ かになり、食料フローモデルが
の面で、消費者や実需者 体系的にモデル化 構築される
のニーズへの対応が不十 ○消費者・実需者ニーズ
分 に対して国産農産物の ☆外的条件の変化が食料フローに

供給態勢が十分に整っ ○人口の年齢構成の変 与える影響が解明される
ていない 化等が食料の消費・ 少子高齢化による食料消費構

生産に与える影響と 造や生産構造の変化
対応策の解明 主要輸出国の供給力の変化等

の国際的な食料需給動向

○食料消費・食料生産をめぐ ○食料の消費・生産の ☆いくつかのシナリオに基づき、
る状況の変化 変化を踏まえた食料 将来の食料フローが予測される

○食料需要と食生活（摂 供給システムの解明
・少子高齢化の進展 取食品、カロリー、消 ☆国産農産物の供給シェアを増大
・国際市場の影響の増大 費支出）が大きく変化 させる方策が明らかになる
・食の外部化の進展 する可能性 ○消費者・実需者ニー
加工品の消費増加 ズの変化に対応でき
中食･外食の発展 ○食料供給（国内・海外） る安定的な食料供給

が大きく変化する可能 態勢を確立するため
性 の施策の解明 消費者・実需者ニーズの変化

に対応した安定的な食料供給
システムの確立のための効果
的な施策のあり方が明らかに
なる


